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図 . . 　前歯部切端部の垂直・水平被蓋の参考図。

レストレーションの初期段階で咬合を付与させる。

2 ．プロビジョナルレストレーションの咬合面形態
　臼歯部においての頬舌径は小さく設定することが望ま

しい14）。その理由としては、プロビジョナルレストレー

ションにおいてはカンチレバーを付与しないこととなる

が、頬舌径が大きくなることもインプラントの中心軸に

対して荷重負担を大きくする原因につながるためである。

また、インプラント軸と補綴軸の頬舌位置に差が生じて

いる場合はコンタクトポイントを可能な限りインプラン

ト軸に近くセッティングし、あまりに大きな差位の場合

はクロスバイトとなる場合もある（図 . . ）。

3 ．早期接触にチェック
　表情筋、咀嚼筋の経時的変化にともない、リモデリン

グが起こり、咬合においても早期接触が出現するため、

定期的にチェックする必要がある。

4 ．プロビジョナルレストレーションの破折のチェック
　患者本人が少しでも違和感（疼痛、動揺など）を訴えた

場合は、すぐに来院してもらう。患者自身が破折したこ

とに気づいてもらえるよう、歯列に沿って指をあてがい

タッピング運動をしてもらい、フレミタス（振動など）を

確認することを指導する（図 . . a、 b）。
　骨隆起のある患者は普通の人に比べ、破折のリスクが

高いためブラキシズムの既往があると思われるため、注

意が必要である。

5 ．プロビジョナルレストレーション装着後のトレーニ
ング開始時期
　プロビジョナルレストレーション装着後の表情筋、咀

嚼筋のトレーニング開始時期は、基本的に術後 3～ 4週

にすることが望ましい。

図 . . a　患者自身による臼歯部チェック。 図 . . b　患者自身による前歯部チェック。
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. . プロビジョナルレストレーション
のまとめ

　プロビジョナルレストレーションより最終補綴に移行

する際に補綴物の適合、咬合、スマイルライン、リップ

サポートなどさまざまなことをクリアしなければ、良好

な予後は期待できない。チタンを始めとするフレーム

ワークにおいても、キャスタブルフレームでの適合の限

界や破折などの問題から考察すると、CAD/CAMフレー

ムが必須と言える。

　即時荷重治療におけるプロビジョナルレストレーショ

ンの役割は大変重要である。食事や審美性などの問題を

始めとする患者 QOL の向上、治療のゴールを早い段階

で提示し、機能も徐々に回復する過程を感じてもらうこ

とができる。さらに、治療に対する不安やストレスを軽

減するなどの利点も挙げられる。

　そして最大の利点は、術直後より最終補綴までが最高

のリハビリ期間になるということである。発音、咀嚼は

もちろんのこと表情筋、咀嚼筋のトレーニングにおいて

も重要な期間と言える。また、同時に問題点の発見、解

決の重要な期間にもなり、それを参考に歯冠形態や材

質の選択にもつながっていく。しかしながら、ブラキシ

ズムがある場合は力の持続時間、速度、量が10倍に増え

ると言われているため、ポーセレンを避け、金属もしく

はアクリルで衝撃を減らすという選択をすることもある。

そのため、強度の低い材質の破損を防ぐため、ナイトガー

ドなどの補綴物装着後の対策も行う必要がある。

　口を取り巻く軟組織、筋組織に対して、突然最終補綴

をセッティングしてもスマイルライン、リップサポート

または筋組織、顎関節の違和感などの変化に対応するの

は難しいと考えられる。リハビリテーション期間に得た

情報を元に、使用したプロビジョナルレストレーション

とほぼ同じ型態を、そのまま最終補綴に移行するのが良

好な予後への近道と言える。

　本症例においても、術後 週ぐらいから、顎のだるさ、顔のだるさを訴えたものの咬合調整や、口唇周囲のトレー
ニングにより異和感は消失した。制約のある審美的一面に対しても大変高い満足度を得られた ）。
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